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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・気温の上昇に伴って飲料水などが動き出している一
方、追加でおにぎりやパン類の購入も増えている。

やや良く
なっている

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

単価の動き ・高品質、高付加価値の商品やサービスに対して、客
のニーズが確実に高まっている。

一般小売店［カ
メラ］（販売担
当）

お客様の様子 ・客の様子が徐々に和やかになってきており、ゆとり
が出てきている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・近隣での複合商業施設のオープン以降、来客数が前
年比で５％増えている。それに伴い、雑貨や食料品な
どの売上も前年比で７～８％伸びている。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・生鮮食品については来客数、販売量共に増えてお
り、売上は前年比３～４％増と上向いてきている。特
に価格の高いまぐろやひらめといった高級魚が売れて
いる。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・気温の上昇に合わせて衣料品の動きが良くなってお
り、客単価が安定してきている。特に高額品の動きが
良く、伸び率は大きくはないものの、ヤング、キャリ
ア系からミセスまで全般的に上向きとなっている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・婦人服を中心に店頭売上が伸びているほか、高齢者
の客では、予算と好みに合えば高額な輸入時計を購入
する動きも出てきている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・客は価格に厳しいものの、このボリュームでこの価
格といった値打ちを高めることができれば、購入がみ
られる。

コンビニ（マ
ネージャー）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク後半の４連休は来客数が落ち込
んだものの、連休後は前年比２けた以上の回復とな
り、それ以降も好調を維持している。また、前月と同
様に１日に２、３度来店する常連客が増えているほ
か、気温が高いこともあって、コア商品である弁当や
おにぎり、サンドイッチのほか、飲料が伸びて全体を
けん引している。さらに、新規のポイントカード会員
も順調に増えているなど、全体としては良い動きと
なっている。

衣料品専門店
（営業・販売担
当）

販売量の動き ・スーツのオーダーに加えて、ジャケットやシャツを
オーダーする客が増えている。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・３、４月の春休みごろに商品のピークが一段落した
後、夏物衣料が例年より早い出足で動いている。例年
５月は落ち込みが大きいため、今年は好調な販売状況
となっている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・まだ５月であるにもかかわらず暑い日が続いている
ため、夏物商材の動き出しが早くなっている。特に、
水虫や虫刺され用の薬の動きが良い。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・感謝セールを行ったため、来客数が増えている。

その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・例年より気温が高いこともあり、客足が伸びてい
る。

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・高額のプランに人気が出てきている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊はビジネス客が依然好調で、大阪市内での値崩
れの影響もなく安定して推移している。団体客も料金
を若干値上げしたのにもかかわらず、韓国を中心にア
ジアからの客が大幅に増加している。一方、法人によ
る宴会や会議も伸びているものの、業種によって好不
調がはっきりしている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客の会話からは、少しずつ良くなってきた感がある
ほか、最近では夜に動きが出てきている。

家計
動向
関連



競輪場（職員） 単価の動き ・５月の本開催の客単価は17,317円と、２月の15,127
円に比べて良くなっている。ただし競争グレードの差
があるため、場外発売での客単価も比較してみると、
５月は13,084円で２月の14,500円からは若干低下して
いる。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・高級住宅地と呼ばれる地域では、高価格での取引が
続いている。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・今年になって回復傾向に入っていた新築マンション
の販売状況は、３、４月に大きく落ち込み、集客数も
大幅に減少した。その後、ゴールデンウィークを境に
新規購入検討者が増加しており、旧価格物件と呼ばれ
る物件を中心に販売状況は好転している。

変わらない 一般小売店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・来客数、売上共に前年比で３～４％伸びている。こ
れらは決して悪い動きではないものの、前年が良かっ
たために低い伸びにとどまっている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・衝動買いが減少し、自分が欲しい商品は価格に関係
なく購入がみられる。ただし、売上増にはつながって
いない。

百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・カード会員への優待会などを実施しても、競合他社
と限られたパイを奪い合っているにすぎず、マーケッ
ト全体の広がりはみられない。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・主力商品の婦人服飾ではチュニックやワンピースが
売れているものの、ヤングの売上全体を引き上げるほ
どの勢いはない。一方、外商商材の呉服や宝飾、美術
品では、販売量は伸びているものの、客単価が下がっ
ており前年並みの状態である。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・低価格商品は動いているものの、100万円を超える
高額品の動きはまだまだ鈍い。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・宝飾関連を中心にしたプレステージブランドの売上
不振が続いているほか、ヤングマーケットの来客数も
伸びていない。

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・催事の北海道物産展では売上が前年を約10％上回っ
たものの、客の間では目的買いの傾向が依然として強
い。限定品や初お目見えの商材は集客力も大きいが、
店全体の売上増には結びつかない。

百貨店（統括） 販売量の動き ・月末には盛り返してきたものの、月前半の衣料品の
不振が足を引っ張り、３か月前に比べるとあまり変わ
らない。

百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・売上は前年に比べて増加しているものの、ポイント
アップセールなどの販促に頼っているのが現状であ
る。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・相変わらず来客数は好調に伸びている。ゴールデン
ウィークを含めて今年は雨が少なく、駐車場のない店
も好調であった。また、週末の天候が良かったため、
バーベキュー用の食材の売行きが好調であったほか、
酒販免許の取得も売上の増加に寄与している。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・来客数は大きく減少していないものの、依然として
客１人当たりの買上点数は伸びておらず、前年比で２
～３％減少している。商品単価はほぼ前年並みで推移
しているものの、客の間には購買意欲の高まりがみら
れない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客の様子は以前と変わらないが、買い回りによって
店舗ごとの売上は伸びておらず、激しい競争が続いて
いる。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・ゴールデンウィークの日並びの影響もあり、来客数
に増加がみられる。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・行楽関係の商材は堅調に推移したものの、今月は天
候、気温共に不安定で、販売量はやや伸び悩んでい
る。

スーパー（広報
担当）

販売量の動き ・ゴールデンウィークは、イベントなどを行った店舗
は比較的好調であったが、全体的に伸び悩んだ。その
一方、母の日関連ではアレンジメントフラワーなどが
好調であったが、前日や当日の販促チラシの効果があ
まり出ず、間際の需要が伸びていない。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・暑くなって飲料は売れているものの、弁当やそう菜
などの日配品の販売量が減少している。



コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・依然として客は無駄な出費を控えており、値引き品
や特価品、試供品が売れている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・前月は天候不順で来客数が低迷したが、連休以降は
天候も安定し、前月の落ち込みを今月で取り戻してい
る。ただし、客は余分な買物をほとんどせず、必要最
小限の購入にとどまっている。

家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・デジタル家電、特に薄型テレビの売行きは堅調であ
り、単価の下落を販売量の増加でカバーしている。一
方、白物商品には変化はみられない。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・新型車が発表されたものの、客からの問い合わせが
少ないなど反応が薄い。

その他専門店
［医薬品］（店
員）

来客数の動き ・来客数に変化はないものの、客からの健康に関する
相談が増えている。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・来客数は依然として前年実績に届かないほか、客単
価も前年を下回りつつある。メニューの変更で客単価
の維持をねらっているものの、客の反応は鈍く、比較
的低価格な商品にシフトする傾向が見受けられる。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・ゴールデンウィークには来客数が若干伸びたもの
の、最近は横ばいで推移しており、大きな変化はみら
れない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今年に入ってからは来客数が前年を上回る状況が続
いている。今月も若干上回っているほか、地域全体と
しても同じような傾向がみられる。

都市型ホテル
（マネー
ジャー）

来客数の動き ・法人需要が若干伸びているものの、個人客の動きが
活発になっている感はない。一方、来客数は前年比で
減少しているものの、特殊要因を除くとほぼ前年並み
となっている。

都市型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・宿泊はゴールデンウィークの観光客が好調で、それ
以降もビジネス客を中心に高稼働を維持している。た
だし、中旬以降は大阪全体で宿泊客の動きが鈍くな
り、最終的には前年並みとなっている。一方、総会
シーズンに入った一般宴会は、件数、売上共に前年を
上回っているほか、婚礼も件数は前年並みであるもの
の、大規模の披露宴が行われた影響で売上は前年を上
回っている。食堂もキャンペーンの広告宣伝の効果で
好調が続いているなど、ホテル全体でも好調な月と
なっている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・夏の海外旅行の予約は昨年を上回っているものの、
国内旅行は予約の間際化が進んでいる影響もあり、動
きは今一つである。

旅行代理店（店
長）

来客数の動き ・この３か月は前年よりも来客数が減っているが、客
単価は上昇している。一方、団塊世代による旅行の動
きはみられるものの、若年層向けの関東のテーマパー
クへの旅行などが伸び悩んでいる。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・夏休みの旅行への申込がようやく始まっている。
ゴールデンウィークの旅行に比べて出足は遅いもの
の、消費マインドは低下していない。

タクシー運転手 来客数の動き ・土日の夜の客が増えてきたものの、一番多かったこ
ろの７割程度の数である。全体的には夜の客が少な
く、あまり状況は芳しくない。

タクシー会社
（経営者）

お客様の様子 ・企業では交通費の節約が依然として続いている。人
出も少ないが、タクシーチケットの利用が非常に減っ
ている。

ゴルフ場（経営
者）

単価の動き ・来客数は前年よりも増えているものの、コンペなど
では値引きや賞品提供の依頼が多い。その結果、客単
価は伸びず、コストも少し増加してきている。

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

来客数の動き ・コンサート関係では完売に近い催しが引き続き多
い。ファンクラブへの限定販売など、客の囲い込み策
が功を奏している。

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・かなり良い天候となるか、特に目的がない限り、レ
ジャー活動に活発さがみられない。

美容室（店員） 単価の動き ・カットの客の割合が高く、客単価が低下している。



その他サービス
［学習塾］（経
営者）

来客数の動き ・今月実施した無料体験サービスの結果は、ほぼ例年
並みとなっている。

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・ＣＤや書籍などの物販売上の落ち込みをレンタル売
上でカバーしている。

住宅販売会社
（従業員）

単価の動き ・前月と同様に、現在の販売単価は適正な水準で推移
している。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・住宅展示場の来場者数は、横ばい状態が続いてい
る。郊外では地価が下落傾向にあるといわれている
が、人気の住宅地には根強い需要がみられる。

やや悪く
なっている

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・天候の良くない日が続いたほか、休日が多かったた
め、客足が全く伸びていない。また、来店しても目的
と違う物には目を向けず、平均単価も低い水準にとど
まっている。

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・５月と２月の売上前年比を上位５店舗の平均で計算
してみると、５月が103.7％、２月が107.8％となって
いる。今年に入って比較的安定した状態であったが、
ここへ来て徐々に悪化している。

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

それ以外 ・ゴールデンウィークは天候が良く、日並びも良かっ
たことから、売上は伸びなかった。ただし、客の間で
お金の使い方が変わってきており、当店の外食部門が
苦戦をすることは少なくなっている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・近隣に商業施設が次々と開店したことで、来客数が
前年比で約５％減少し、それに伴って売上も減少して
いる。客の数が大幅に増えないなかで商業施設は増え
る一方であり、競争が激化している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・客の買物の様子に大きな格差が出てきているなか
で、高額商品を購入する客は少ないため、全体の売上
は減少している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・競合の激化や気温要因などを考慮しても、明らかに
来客数が減少している。特にこの地域は客の年齢層が
高いこともあり、特定の部門が悪いわけではなく、全
体的に力強さがない。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・競合他社では、ポイントカードの導入やメンバーに
対する特典など、価格の低下を助長する動きが増えて
いる。それに対する客の反応も早いため、当店の売上
も伸び悩んでいる。

コンビニ（店
長）

それ以外 ・酒販免許の取得やたばこの値上げによって売上が伸
びているものの、ほかの商品は前年割れで、粗利益率
も低下している。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客単価が低く、３～５月の売上は前年を若干下回っ
ている。

住関連専門店
（店長）

来客数の動き ・例年、５月は正価販売するために利益が増えるが、
今年は来客数が伸びず不調となっている。もう少し待
てばバーゲンセールが始まり、値下げやポイントサー
ビスといったメリットがあるため、客の間では今買う
のは損だという意識が定着している。

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

競争相手の様子 ・同業他社が更に１社倒産している。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・連休前半は忙しかったものの、後半は遊び疲れで団
体客も少なく、来客数は減少している。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・３か月前は問い合わせ件数などに上向き傾向がみら
れたものの、今月は客単価、来客数共に前年並みに
戻った感がある。

都市型ホテル
（スタッフ）

競争相手の様子 ・婚礼や宴会、宿泊共に通常料金での販売が難しく
なっている。各社がパッケージ料金を設定して販売す
るため、競争が激化している。

都市型ホテル
（役員）

お客様の様子 ・これまで順調に推移してきた宿泊部門では、今月に
入って客の数が急激に落ち込んでいる。宴会部門も、
小さな宴会が入ったことで件数は増加しているもの
の、売上は前年割れとなっている。さらにレストラン
でも客単価が落ちており、売上は前年割れとなってい
る。



タクシー運転手 競争相手の様子 ・顧客訪問の際に利用する客が減っているほか、夕方
になって会社から食事などに出かける際の利用も減っ
ている。

タクシー運転手 来客数の動き ・ゴールデンウィーク以降は極端に客が減っている。
給料日以降に客足が伸びる可能性もあるが、気候が良
いため大きく伸びることはない。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・３、４月と、携帯キャリアが新規獲得や機種変更の
促進策を講じたことで、需要が先食いされた感があ
る。一方、新製品の発売を待つ客もみられる。

美容室（店長） 販売量の動き ・周辺に競合店が増えて無料サービスなどの競争が激
化した結果、客が安い店を回るようになっている。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・住宅はかなり供給過多になってきている。

住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・チラシのほかインターネットで広告を出しても、建
売住宅や土地などの契約件数が前年比で減少傾向と
なっている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・日没時間が長くなっているにもかかわらず、来客数
が少ないため、閉店時間は以前と変えていない。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・今年に入って３月までは客も活発に反応していた
が、４月の中ごろから来客数が少なくなっている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・ガソリンの値上げなどの影響で首都圏からの客が
減っており、前年と比べても来客数が約20％減少して
いる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（従業員）

受注価格や販売
価格の動き

・販売量が増加するなど多少良くなっている感はある
が、原価が上昇している割に販売価格は低いままであ
る。

金属製品製造業
（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・大型マンションなどの受注が増えている。それに伴
い、人材派遣会社を通じて求人を行っているものの、
人材が確保できない。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・個人あての荷物が増加傾向にあるなか、特に通販が
好調であり、夜間の配達などが増えてきている。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・クライアントの業績が横ばい若しくは上向きであ
り、当社の業績も同じような傾向となっている。

変わらない 繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・例年受注量が少ない時期であるが、今年は特に受注
が激減している。

出版・印刷・同
関連産業（情報
企画担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量は前年並みであり、取引先の業種によって差
がみられる一方、輸出企業からの海外への販促物の注
文は依然として活発に動いている。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・例年は連休明けに荷動きが活発化するものの、今年
は連休明け以降、荷動きが鈍化している。

金属製品製造業
（総務担当）

受注価格や販売
価格の動き

・原材料価格の高騰に伴って、製品価格の値上げを要
請しているものの、まだまだ浸透していない。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社は鉄鋼関連の取引先が多いが、投資意欲は相変
わらずおう盛である。ただし、この傾向が特に加速し
ている様子はない。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・売上は前年の水準を上回っているものの、目標は達
成できていない。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・物件数は増えつつあるものの、価格競争は厳しく
なっている。

輸送業（営業所
長）

取引先の様子 ・新年度に入り、少しずつではあるが新案件の見積依
頼などが入ってきている。しかし、落ち着いていた燃
料費が再度高騰しており、取引先の要求価格には応じ
られない状況である。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・自動車部品製造業、各種機械製造業といった製造業
の企業では、売上は増加しているものの、原材料の値
上がりによって利益が増えていない。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・１ＤＫマンション市場をみると、最近は新しいマン
ションが増えていることで、古いマンション業者は非
常に苦戦している。

不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・依然として分譲住宅や分譲マンション用地の取得意
欲はおう盛である。

企業
動向
関連



不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・土地の価格が神戸市中央区から芦屋市にかけて上
がっているが、賃貸料は居住用、事業用共に横ばいが
続いている。居住用に限っては、築年数によって賃貸
料が下落している。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・インターネット関連の広告が好調な一方、紙媒体の
広告が低調な状況が続いている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・小売業や製造業の中小企業の取引先では、ここへ来
て停滞感がみられる。積極的な話が以前ほど聞かれな
くなっている。

その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・取引先の設備投資もほぼ終わり、落ち着いた状況と
なっている。

やや悪く
なっている

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・最近は連休があると荷動きが悪くなる傾向があり、
特に今年はゴールデンウィークを境にして荷動きが止
まっている。さらに、最近は客からの問い合わせも少
なくなっている。

金属製品製造業
（営業担当）

競争相手の様子 ・周囲の同業者からは、荷動きが良くないという声が
多く聞かれる。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・航空機部品の加工価格が下がっている。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・在阪球団の不調によりスポーツ紙の売行きが極端に
悪くなっている。折り込み広告も売上、件数共に悪化
している。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・取引先の神戸のショッピングセンターでは売上が伸
び悩んでいる。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新聞を中心に広告の出稿量が減っている。

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・新規上場企業数の減少が大阪では特に大きく、ＩＲ
関連資料の作成依頼が前年の約３分の１に減少してい
る。一方、金融機関からの機密書類などの作成依頼は
増加しており、取引開始時の秘密保持契約の締結もほ
ぼ当たり前になっている。

悪く
なっている

繊維工業（企画
担当）

それ以外 ・取引先店舗の閉鎖といった動きがみられる。

繊維工業（総務
担当）

取引先の様子 ・得意先での消費者向け催事では、売上が前年に比べ
て15～30％落ち込むなど、買い控えの傾向がみられ
る。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社の中心技術を取り巻く市場環境は良好である
が、ここ１、２か月は受注状況が非常に悪い。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・既存品に関する戦略が立てにくくなくなっている。
特に代替品の価格下落により、既存品の受注量が大き
な影響を受けている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・派遣先企業では求人意欲が堅調に伸びており、都市
部では求人に対する登録者の確保が課題となってい
る。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・より良い条件での就職を希望する在職求職者は、ほ
ぼ希望に近い求人があっても、更に良い求人を求める
ことも多く、求職期間が長期化する場合もある。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・大阪の新規常用求職者数のうち、事業主都合の離職
者は前年比で2.2％減と、９か月連続で減少してい
る。新規求人数も高水準で推移していることから、雇
用失業情勢は改善傾向が続いている。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・来年３月卒の求人企業数は前年比で10.2％増加して
いるが、特に首都圏からの求人が大幅に伸びている。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・最近は、経理関係の正社員や紹介予定派遣の求人が
増えてきている。

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・新卒採用や求人状況のほか、量販店や百貨店のにぎ
わいをみると一時期に比べて回復傾向にある。ただ
し、最近数か月は必ずしも良くなっているわけではな
く、横ばい状態である。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・企業からの派遣依頼は引き続き堅調である。特にＩ
Ｔ関連や携帯関連の企業からの依頼が増えている。た
だし、依頼があっても人材不足で紹介できていない。

雇用
関連



新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求職者数の動き ・銀行や生損保の事務職については、インターネット
をはじめ、どの媒体に求人を出しても応募が集まらな
くなっている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・３か月前と比べても、新聞広告業界は特に良くなっ
ていない。特に、中小企業の動きが鈍い。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・求人企業の業況は安定してきたものの、地域的な要
因による求人が中心で、パートやアルバイト、派遣社
員の募集が多い。一方、正社員については、引き続き
即戦力や幹部管理職を求める傾向が強い。企業側で継
続雇用制度の導入が進んでいるため、団塊世代の退職
も予想ほど表面化しておらず、新聞の求人広告も低位
で安定した状況である。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数は引き続き若干の減少傾向を示してい
るが、在職求職者は増加している。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

採用者数の動き ・企業は引き続き採用を行っているが、３か月前と比
べて勢いが感じられない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・今月は大きなイベントがあったにもかかわらず、前
年の水準をクリアするのが難しい状態である。読者に
よる新聞離れが進み、インターネット広告の躍進によ
る影響が顕著に表れている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前月に続き、新規求人の減少が目立っている。昨年
秋から派遣求人の減少がみられるほか、最近は製造業
の求人の減少が目立つなど、全体では前月比で20％近
い減少となっている。その一方、人材募集が一般求人
から新卒へと変化している影響で、高卒求人の説明会
や、大卒求人の面接会への申込状況は順調である。

悪く
なっている

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・日雇求人数が前年比で２割以上減少するなど、この
３年間で最低となっている。


